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コロナ禍による同時双方向型遠隔授業開始に伴う看護系大学生の健康状態の変化

Ⅰ．序論

2020 年、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス（ 以 下、
COVID-19）の感染が日本全国に拡大した。政府
は 2020 年 4 月 7 日に東京、神奈川、埼玉、千葉、

大阪、兵庫、福岡の 7 都府県に緊急事態宣言を
発令し、4月 16 日には対象を全国に広げていっ
た。国民には不要不急の外出を制限し、感染予
防の観点から 3 密（密閉空間・密集場所・密接
場面）を避け、手洗い・咳エチケットの遵守が
広く推奨されていった。このように、COVID-19
の感染拡大を受けて社会が停滞・混乱する中、
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要旨

【目的】コロナ禍による同時双方型遠隔授業開始に伴う看護系大学生の健康状態の変化を学年別に明
らかにする。
【方法】2020 年 7 月～ 8月、看護系大学で遠隔授業受講中の 429 名にWebでの横断調査を実施し、基
本属性、遠隔授業・実習受講前後の電子情報機器の使用時間、健康状態の変化、遠隔授業受講時の姿
勢を問うた。電子情報機器使用時間は正規性検定の後Wilcoxon符号付順位和検定により学年毎に比
較した。電子情報機器使用時間別、遠隔授業受講時の姿勢別の健康状態の変化については 2郡に分け、
身体・精神症状の各項目についてカイ 2乗検定を用い、有意水準を 5％未満とした。
【結果】全学年で、遠隔授業開始前と比べ開始後の電子情報機器使用時間の中央値が有意に延長して
いた。1回生は遠隔授業開始に伴い「目の疲労」（p=.005）「ドライアイ」（p＜ .001）「頭痛」（p=.001）
「肩こり」（p=.002）の悪化を他学年より有意に認めた。2回生は電子情報機器の使用時間が長い群で
「腰痛」（p=.022）の悪化を有意に認め、3回生は遠隔授業受講時の眼の位置が正しくない群に「眼の
疲労」（p＜ .001）、「眼の痛み」（p=.027）の悪化を有意に認めた。4回生は遠隔授業受講時の座り方が
正しくない群に「頭痛」（p=.025）の悪化を有意に認めた。
【結論】1回生は他学年と比較して有意に悪化した身体症状が多かった。2回生は電子情報機器の使用
時間の長さが「腰痛」の悪化に影響を与え、3・4回生は受講時の姿勢の悪さが身体的症状の悪化に影
響を与えていることが明らかになった。
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大学教育においては遠隔授業が全国的に導入さ
れ、教育活動に変化が起こっていった。看護系
K大学では、通常の対面講義がかなわなくなり、
リアルタイム型遠隔講義システム（Webex 

Meetings, CISCO Webex社製）を用いた同時双
方向型授業を開始した。

COVID-19 流行前からスマートフォンの普及が
進んでいた現代社会では、学生は日常的に何ら
かの電子情報機器を使用している。特に、ソー
シャル・ネットワーキング・サービス（Social 

Networking Service；以下、SNS）へのチェック
と書き込みは起床時から就寝時までにおよんで
おり、短時間、または一瞬の利用を繰り返して
いることが明らかとなっている（伊熊 , 2016）。
また、移動時や空き時間などを中心にスマート
フォン等の電子情報機器を使用したり、夕食後
にゲームや動画の視聴をしたりするなど、長時
間利用している学生もいる（井上ら , 2015、渡部
ら , 2017、酒井ら , 2019）。こうした画面表示端
末装置を用いた作業（Visual Display Terminal作
業；以下、VDT作業）を長時間行うことは健康
障害の原因となっており、具体的には、眼の症
状としてドライアイ、羞明、視力低下、調整力
低下、眼性疲労による眼痛や頭痛がみられてい
る。筋骨格系症状では首・肩・腰のこり、腕・
手に痛みやしびれ、さらには精神症状として、
頭痛・耳鳴り・イライラ・倦怠感・疲労感など
の自覚症状が挙げられている（高橋ら , 1994、岩
切ら , 2004、牧ら , 2013、岩崎 , 2017）。特に 7割
以上の者が眼の症状を自覚しており、次いで筋
骨格系の症状が多いとされている（牧ら , 2013、
高橋ら , 1994）。VDT作業における労働衛生管理
のためのガイドライン（厚生労働省 , 2019）は、
電子情報機器を 1日 4 時間以上取り扱う労働者
に対し、十分な配慮、およびその業務に就く際
と年 1回の定期健康診断が必要であると示して
いる。

COVID-19 流行禍の遠隔授業開始に伴い、学生

が単位取得のために電子情報機器の使用時間を
延長することが不可避な状況になっているが、
この状況下にいる学生を対象として VDT作業の
増加による健康状態への影響について明確にし
た研究調査はない。そこで、リアルタイム型遠
隔講義システムを用いた同時双方向型授業が開
始されたことに伴う学生の健康状態の変化につ
いての調査を行い、明らかになった課題を今後
の学生への健康支援に活かしていく必要がある
と考えた。

Ⅱ．目的

本研究の目的は、看護系 K大学における同時
双方向型遠隔授業開始に伴う学生の健康状態の
変化を学年別に明らかにすることである。

Ⅲ．方法

1．研究デザイン
本研究は、横断調査による量的記述的研究で
ある。

2．対象者
本研究の対象者は、看護系 K大学の全学生計
429 名（編入生含む、休学者を除く）である。

3．対象者の背景および遠隔授業の実施状況
看護系 K大学では、開校当初より情報通信技
術（ I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n 

Technology；以下、ICT）を用いた教育をとり入
れており、学生はタブレット端末等の電子情報
機器を 1 人 1 台所有している。このことを活か
し、4月 13 日からリアルタイム型遠隔講義シス
テム（Webex Meetings, CISCO Webex社製）を
用いた同時双方向型授業を開始した。このシス
テムを用いた授業では、学生がタブレット端末
等の電子情報機器を用いて大学からリアルタイ
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ムで送信される画像や音声を受信することがで
き、カメラを通して学生 1 人 1 人の顔を映し出
すことも可能である。
遠隔授業を 1日中受講するようになった学生
は、講義だけでも電子情報機器を 6時間以上使
用することとなった。このような状況を受けて
看護系 K大学では、「電子情報機器の正しい使用
方法」や「休憩中の過ごし方」についてのパン
フレットを作成し、Web掲示板で学生に周知し
た。

4．調査方法
Googleフォーム（Google社製）を用いて、無

記名式によるWebアンケート調査を行った。対
象者には、看護系 K大学の各学年の学生メーリ
ングリストを用いて、依頼文を添付したメール
を送付し、依頼文の熟読を依頼した。その後、2
通目のメールでWebアンケートの URLを提示
し、研究参加の意思がある場合に自らフォーム
にアクセスしてもらった。また、Web掲示板で
も研究依頼についてリマインドした。

5．調査期間
2020 年 7 月 11 日～ 8 月 14 日の内の 2 週間を
調査期間とした。看護系 K大学では 2020 年 4 月
13 日から遠隔授業が開始されたが、調査期間中
に 1・2・4 回生は週 1 回の対面授業が一時再開
始し、2回生については 7月に 2～ 3日間の臨地
実習と学内実習、遠隔実習を実施していた。3回
生は通年で領域別実習を受ける学年であるが、
COVID-19 の感染拡大予防のため 4月から臨地に
は行けず、学内実習・遠隔実習に置き換えて事
前学習や課題を進めていった。7月 28 日以降は
COVID-19 の感染拡大に伴い看護系 K大学所在
地が「特別警戒基準」に達したことを受け、全
学年が遠隔授業・実習となった。
尚、臨地実習は医療施設等での実習を指し、
学内実習は学生が大学に登校して行った実習関

連学習を指す。また遠隔実習は、学生が自宅か
らWebに接続して参加した実習を指し、主に教
員と学生とで学習を進めていったが、領域によっ
てはWebへの臨地実習指導者の参加を得てガイ
ダンスを受けたり、カンファレンス等で助言を
もらったりする機会もあった。

6．調査内容
対象者の基本属性として、学年、性別を問う
た後、遠隔授業・実習受講前後の電子情報機器
の使用時間を尋ねた。さらに、遠隔授業・実習
受講時の姿勢（上腕が垂直・肘が 90 度以上の状
態でキーボードもしくは画面に自然に手が届く
か、画面と眼の位置が 40㎝以上離れているか、
背筋を伸ばし骨盤を起こす座り方をしているか）
についての回答を得た。電子情報機器の操作時
の姿勢は、「情報機器作業における労働衛生管理
のためのガイドライン」（厚生労働省 , 2019）お
よび「パソコン利用と健康（富士通株式会社）」
が推奨している内容を参考に設定した。
最後に、VDT作業に関連した健康状態として、
身体症状（眼の疲労、ドライアイ、眼の痛み、
頭痛、肩こり、腰痛、手指・腕の痛み・しびれ、
倦怠感）と精神症状（気分の落ち込み、イライ
ラ感）の主観的変化を、遠隔授業・実習を受け
る前と比べて「悪化した」、「悪化なし」かどう
かを尋ねた。各症状は、VDT作業に関する先行
研究（高橋ら , 1994、岩切ら , 2004、牧ら , 2013、
岩崎 , 2017）を参考に設定した。

7．分析方法
対象者の基本属性は、度数と割合を求めた。
遠隔授業開始に伴う身体症状および精神症状の
主観的変化については、カイ二乗検定を用いて
学年ごとに回答の差の検定を行った。次に、電
子情報機器の使用時間は、Shapiro-Wilkの正規
性検定を行い、その後Wilcoxon符号付順位和検
定を用いて遠隔授業・実習前後の電子情報機器
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の使用時間の差を学年ごとに比較した。更に、
遠隔授業・実習開始後の電子情報機器の使用時
間の中央値を境に 2群に分け、使用時間ごとの
身体症状と精神症状を問い、カイ二乗検定を用
いて学年ごとに比率の差を求めた。また、VDT

作業時の姿勢と遠隔授業・実習開始後の健康状
態の変化についても、カイ二乗検定を用いて学
年ごとに比率の差を求めた。但し、データ数が 5
以下のセルがある場合は、フィッシャーの正確
確率検定を行った。有意水準はいずれも 5％未満
とし、カイ二乗検定で有意差が認められた場合
は、Hearbermanの残差分析を行い、調整済み残
差の絶対値 1.96 以上であれば、有意差ありとし
た。なお、分析には SPSS Statistics Ver.25（IBM

社製）を用いた。

Ⅳ．倫理的配慮

本研究への参加は匿名かつ自由意思により、
Webアンケートへの回答をもって最終的な同意
が得られることとした。対象が学生であること
から、アンケートの依頼では強制力が働かない
よう表現等に注意し、研究協力の有無により成
績等への影響がないことを依頼文とアンケート
フォームに明示した。また、アンケートに回答
後に辞退を申し出ても個人の特定ができないた
め、回答後の同意撤回は出来ない旨についても、
依頼文よびアンケートフォームに記載した。本
研究は、京都看護大学倫理審査会の承認を得て
実施した（第 202001 号）。

Ⅴ．結果

1．回収率と対象者の基本属性
アンケート回収率は 78.6％（337 名）で、学年
別 に み る と 1 回 生 93.9 ％（107 名 ）、2 回 生
57.1％（68 名）、3 回生 93.0％（80 名）、4 回生
74.5％（82 名）であった。有効回答率は 100％で
あった。
受講形態は 1・4 回生では遠隔授業と登校での
学習（対面授業と学内演習）を併用していた学
生が過半数であり、2回生は遠隔授業のみの学生
が過半数であった。実習期間である 3回生は遠
隔授業のみの学生が大半であった（表 1）。

2．  同時双方向型遠隔授業開始に伴う健康状態の
変化

1）身体・精神症状の変化
身体症状（表 2）を学年間で比較したところ、
1回生に「目の疲労」（p=.005）、「ドライアイ」（p
＜ .001）、「頭痛」（p=.001）、「肩こり」（p=.002）
で有意差が認められ、残差分析の結果、他学年
と比較して「悪化あり」の学生が多かった
（z=2.4、z=3.3、z=2.2、z=3.4）。2 回生は「ドライ
アイ」（p＜ .001）に有意差が認められ、残差分
析の結果、他学年と比較して「悪化あり」の学
生 が 多 か っ た（z=2.0）。4 回 生 は、「 頭 痛 」
（p=.001）に有意差が認められ、残差分析の結果、
他学年と比較して「悪化あり」の学生が多くみ
られた（z=2.1）。 その他「眼の痛み」、「腰痛」、
「手指・腕の痛み・痺れ」、「倦怠感」においては、

表 1　対象者の基本属性
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学年間で有意差はみられなかった。
また、精神症状（表 2）では、2回生は「イラ
イラ感」（p=.018）において有意差が認められ、
残差分析の結果、他学年と比較して「悪化あり」
の学生が多くみられた（z=2.9）。4回生では、「気
分の落ち込み」（p=.003）に有意差が認められ、
残差分析の結果、他学年と比較して「悪化あり」
の学生が多くみられた（z=2.3）。

2）  電子情報機器の使用時間の変化と身体・精神
症状
電子情報機器の使用時間（表 3）については、
遠隔授業・実習開始前の電子機器使用時間の中

央値は 5.00 時間（範囲 :1.00 時間～ 13.00 時間）
で、開始後の中央値は、9.00 時間（範囲 :2.00 時
間～ 20.00 時間）であった。遠隔授業・実習開始
前と比較して、開始後の使用時間は、各学年お
よび全学年において有意に増加していた。（p
＜ .001）。
そこで、開始後の電子情報機器の使用時間中
央値を境に 2 群に分け、使用時間別に身体・精
神症状（表 4）を各学年で比較した。その結果、
2 回生では「腰痛」（p=.022）において有意差が
認められ、残差分析の結果、「9.00 時間以上」の
群に「悪化あり」の学生が多かった（z=2.3）。そ
の他の項目においては、各学年および全学年に

表 2　同時双方向型遠隔授業開始に伴う身体・精神状態の変化（学年別）
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有意差は認められなかった。

3）受講時の姿勢と身体・精神症状
電子情報機器操作時の眼の位置と身体・精神
症状の違いを比較したところ（表 5）、3 回生に
おいて「眼の疲労」（p＜ .001）、「眼の痛み」
（p=.027）に有意差が認められ、残差分析の結果、
それぞれ「画面と眼の位置が正しくない」群の
学生で「悪化あり」が有意に多かった（z=4.5、
z=2.2）。また 4 回生の「倦怠感」（p=.030）に有

意差が認められ、残差分析の結果「画面と眼の
位置が正しくない」群の学生で「悪化あり」が
有意に多かった（z=2.2）。
電子情報機器操作時の肘の位置と身体・精神
症状（表 6）について、2 回生は「ドライアイ」
（p=.045）、「手指・腕の痛み、痺れ」（p=0.15）に
有意差が認められ、残差分析の結果、それぞれ
「肘の位置が正しくない」群の学生で「悪化あり」
が多くみられた（z=2.2、z=2.9）。
電子情報機器操作時の座り方と身体・精神症

表 3　遠隔授業開始後の電子情報機器使用時間の変化（学年別）

表 4　電子情報機器の使用時間と身体・精神症状（学年別）
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状（表 7）について、3 回生は「目の疲労」
（p=.033）、「肩こり」（p=.008）、「腰痛」（p=.023）
に有意差が認められ、残差分析の結果、「座り方
が正しくない」群の学生で、「悪化あり」が多く
みられた（z=2.4、z=2.9、z=2.4）。また、4 回生
は、「頭痛」（p=.025）に有意差が認められ、残差
分析の結果、「座り方が正しくない」群の学生で、
「悪化あり」の学生が有意に多かった（z=2.3）。

Ⅵ．考察

1．  同時双方向型遠隔授業開始に伴う電子情報機
器の使用時間の延長
電子情報機器の使用時間は、遠隔授業・実習
開始前より中央値の比較で各学年および全学年
において有意に延長していた。学生がコロナ禍

でも学びを継続していくためには、遠隔授業を
受講することが必須条件であり、その結果とし
て最低でも日々の授業時間分は電子情報機器の
使用時間が延長することとなった。また、授業
に関する事前・事後学習や課題に取り組む上で
インターネットを活用することもあるため、避
けられない増加であった。VDT作業における労
働衛生管理のためのガイドライン（厚生労働省 , 

2019）の基準である 1 日 4 時間を大きく上回る
状況であり、健康への懸念と対策が望まれるこ
とが明らかとなった。

表 5　電子情報機器操作時の眼の位置と身体・精神症状（学年別）



－ 8－

山本　典孝・中森　美季・髙橋　康子・千葉　陽子

2．  同時双方向型遠隔授業開始に伴う身体症状の
変化

1）眼症状
眼症状では、他学年に比べて 1 回生で「眼の
疲労」、「ドライアイ」が有意に悪化した学生が
多かった。電子情報機器の使用時間延長により、
長時間その画面を近距離で凝視することになる。
眼の焦点調節の大部分（約 70％）は、水晶体の
厚さ増加、後面の曲率の増加によって起こり、
それに加えてわずかな前方移動、水晶体核（屈
曲率大）の厚さ増加によって調節されている
（所 , 2000）。デジタルの画面は一見静止している
ように見えているが、実際は絶えず光を点滅し
て表示しているため、眼は静止していない画面
を見ている状態であり、その動きを追うため常
に焦点調整緊張が継続されている。そのため、

遠隔授業開始後に眼症状が出現したことは必然
的であると考えられた。
さらに、電子機器の画面から放たれる光は間
接的に眼に入る光よりもエネルギーが強く、こ
れを直接見ることで角膜、水晶体、網膜などが
ダメージを受けやすくなるとも言われている。
距離が近いほどこのエネルギーは大きくなるた
め、テレビを視聴することに比べて近距離で見
るタブレット端末等のほうが眼に与えるダメー
ジは大きい。そのため、木下（1994）、関原
（2001）は、VDT作業時の眼の調節安静位（近方
調節と遠方調節との平衡の上に成立し、調整刺
激がない屈折の機能的平衡状態）は、若年者で
70cm～ 80cmとし、一般的には情報機器画面と
の視距離は 40cm～ 50cmが良いと述べている。
たとえ画面との適切な視距離であったとしても、

表 6　電子情報機器操作時の肘の位置と身体・精神症状 （学年別）
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遠隔授業では画面を見る、書籍（資料等）を見
る、キーボードを見るなど視線の移動が激しく、
眼への負担が大きいため疲労はさらに増すと考
えられる。学年別では、「画面と眼の位置が正し
くない」3回生で「眼の疲労」と「眼の痛み」が
悪化していた。臨地実習が遠隔実習となり、実
習時間の大半が動画の視聴と電子情報機器を活
用した学習（インターネットを使用した検索や
実習記録の記載など）に当てられ、集中して作
業を行うことにより眼の自覚症状の悪化をもた
らしたと考えられる。眼の疲労を軽減するため
には、電子情報機器のモニターの明るさ（輝度）
の設定と適切なモニター位置設定や作業姿勢、
さらに休憩を取ることが重要である（大高ら , 

2008）。したがって、今後これらの環境を学生・
教員双方が意識的に整えていくことが重要であ

ると推察された。

2）眼症状以外
眼症状以外の症状について、牧ら（2013）は、
電子情報機器の使用時間が長いほど筋骨系への
影響が大きくなると指摘している。1 回生は、
「頭痛」と「肩こり」が悪化した学生が他学年よ
り有意に多く、入学し新学期早々に遠隔授業が
開始され、慣れないタブレット端末等の電子情
報機器を長時間使用していたことが過度な身体
的緊張を助長し、身体症状に変化をもたらした
と考えられる。2回生は、月曜日から金曜日まで
1時限から 5時限までの授業があるため、終日情
報機器に向き合うことを余儀なくされている。
長時間椅子に座ることで姿勢が拘束され、首・
肩・腕・背中・腰などの疲労が起こり、電子情

表 7　電子情報機器操作時の座り方と身体・精神症状（学年別）
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報機器の使用時間別に身体症状の変化を比較す
ると他学年より「腰痛」の悪化が顕著に現れた
と考えられる。中でも遠隔授業受講時の姿勢に
ついて、「肘の位置が正しくない」2 回生には
「ドライアイ」や「手指・腕の痛み、痺れ」の悪
化が起こり、「座り方が正しくない」3回生には
「目の疲労」、「肩こり」、「腰痛」の症状が出現し、
4回生では「頭痛」が悪化していることが明らか
になった。VDT作業では長時間キーボード付近
で腕や指などを動かすために首・肩・上肢を大
きく動かすことができず、拘束され固定された
姿勢を取らざるをえないことに加え、立位また
は座位で作業中に同じ姿勢を長時間保つことに
なるため、不快で疲労を抱きやすい（関原 , 

2001）。遠隔授業受講時の学生も長時間同一座位
姿勢を保っており、前傾姿勢の座位は身体を支
える抗重力筋に持続的に筋緊張を強いることに
なるため、それにより血液循環が障害され、乳
酸などが蓄積し疲労につながることになる。こ
のような長時間の静的作業姿勢（拘束姿勢）に
加え、不自然な姿勢は、腰痛の発生に影響を与
える要因である（厚労省 , 2014）。そのため、授
業中に姿勢が崩れ不適切な姿勢でキーボード作
業を中心に限られた範囲で頻繁に手指や腕を
使っていることが、手や腕・肘および腰への負
担を助長していると推察される。つまり、遠隔
授業受講時の肘の位置や座り方が身体症状の悪
化という結果につながっていると考えられる。
そのため、遠隔授業受講時には適切な座り方
で授業に参加できるように机や椅子を調整し、
パソコンの画面やキーボードの置き方、タブレッ
ト端末等の電子情報機器の設置位置を工夫する
ことが重要である。これらのことを学生自身が
習慣づけられるよう情報を提供して指導すると
ともに、授業担当教員が途中で数分程度の休憩
を挟んで学生が身体を自由に動かせる時間を設
けることの重要性も示唆された。

3．  同時双方向型遠隔授業開始に伴う精神症状の
変化
精神症状は、2回生と 4回生で有意に悪化して
いることが明らかになった。飯田ら（2021）の
研究では、学生の約 55%が遠隔授業の負担感に
ついてストレスを抱えており、そのうち約 17%
は気分・不安障害を伴っている可能性があると
報告している。4回生は、就職活動や国家試験と
いう大学生活で最も重要な時期である。その状
況に追い打ちをかけ、遠隔授業で登校できない、
他者との交流を制限されているという状況下で
「気分の落ち込み」が顕著になっていると推察さ
れた。また 2回生は、看護系 K大学のカリキュ
ラム上、看護の専門的知識・技術を習得する時
期であることに加えて、遠隔授業のため、集中
して電子情報機器を見つめて高度な判断を連続
的に行なうことによる精神的な疲労があると考
えられた。また授業時間が学年の間で最も長く、
時間的拘束を余儀なくされていることや、学習
課題が多く多岐にわたっていることが「イライ
ラ感」の増加につながっているとも考えられた。

4．本研究の限界と課題
本研究対象者は、看護系 K大学のみであった
ことや、学年間で協力者の割合に差があったこ
と、各学年の受講形態が必ずしも同じではなかっ
たこと、既に大学が健康障害の軽減に向けての
取り組みを行っていたことなどの限界があり、
結果への影響があったと考えられる。また、本
調査は遠隔授業開始後約3か月経過してから行っ
ていることから、身体・精神症状の変化に慣れ
が生じている可能も否定できないと推察された。
また、今回の調査では、同時双方向型遠隔授業
開始に伴う学生の健康状態を明らかにすること
に留まっていたため、今後はこの結果を踏まえ、
心身への影響を改善する対策を講じ、学生の健
康状態を継続的に追跡調査していきたい。
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Ⅶ．結論

・  同時双方向型遠隔授業開始に伴い、看護系 K

大学の学生の電子情報機器使用時間は有意に
延長していた。
・  1 回生は、他学年と比較して有意に悪化した身
体症状が多かった。
・  2 回生は、同時双方向型遠隔授業開始に伴う精
神症状の変化において「イライラ感」が有意
に悪化していた。また、遠隔授業開始に伴う
電子情報機器の使用時間が多い群で「腰痛」
の有意な悪化が認められた。
・  3 回生は、遠隔授業受講時の画面と眼の位置が
正しくない群で「眼の疲労」、「痛み」の悪化
がしていた。座り方の位置が正しくない群に
「眼の疲労」、「肩こり」の悪化が認められた。
・  4 回生は、遠隔授業受講時の座り方が正しくな
い群に「頭痛」の悪化が認められ、遠隔授業
開始に伴い「気分の落ち込み」の悪化が認め
られた。
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